
建築設計製図I

建築設計製図I

建築士受験資格取得希望者向け演習授業
受講生の到達レベル
・製図に用いる用具の使用法を習得する
・基本的な法規、基規準を理解する
・ゾーニング、動線の処理ができる
・計画した建物を図面で表現できる

設計製図Iでは木造住宅を対象



・しっかり図面を引けるようになる
（とにかくたくさん線を引く→課題）
・設計できるようになる
・設計の基本知識
・実際の建物と図面とのギャップをなくす
・図面から実際の建物をイメージ
・実際の建物をイメージしてそれを図面に落とせる

平たく言うと

・線引き練習
・木造住宅の図面を写図する
・パース（透視図）の描き方を学んで描いてみる
←図面から実際の建物をイメージできるように
・スケール感覚を養う演習
←実際の建物をイメージしてそれを図面に落とせる
・木造住宅を設計する際に必要な知識を学ぶ
・実際に木造住宅を設計する

具体的にやること



課題１ 線のひき方練習

最新建築設計製図 井上書院 の課題を行う。この見本を配布

線のひき方手順を参考にする。この見本を配布



製図道具

� 製図板＋T定規or平行定規
・横線を引く

� 勾配定規

・縦／斜め線を引く

� 製図用シャーペン
ペン先が長く定規になじむ

芯は0.5mm（普通線）0.7mm（太線）
HB使用

製図道具

� 消しゴム

� 字消板

細かいところを修正する

� 製図用ブラシ

消しくず払う

� 三角スケール

� テンプレート



図面と製図

� 図面
用紙の長辺を

左右方向に置いた

位置を正位

� 線の種類 用途に応じて使い分ける

水平線は左から右 垂直線は下から上にひく



� 文字

図面名称には

4.5mm

室名寸法など3mm

が一般的

補助線を引き描く

・尺度

図面の種類により

縮尺を変える

� 寸法

原則mm使用 単位記号つけない

寸法端部の表し方

寸法補助線をだし
て寸法線を入れる



・位置の表示

図面に組立基準線を記入する
（通り芯）

・角度・勾配の表示

・表示記号 開口部や材料など




